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【動機】

アズキゾウムシは産卵基質をアズキのにおいや曲率、卵の付着数によって決定することが一般に
知られている。しかし、アズキの状態と産卵の関係についての研究は見受けられなかった。その
ため、皮を剥いたアズキを用いて高度な産卵基質の選択の有無を解明すべく本研究を行った。

【方法】

シャーレに実験対象のアズキ2種類とアズキゾウムシ雌雄1対をいれて、24時間後にどちらのアズ
キに何個産卵したか計測した。それぞれのアズキと個体の距離は等間隔に配置した。実験対象の
アズキには皮を除去した皮剥きアズキや、事前に産卵させた卵付きアズキを使用した。

【結果】

アズキゾウムシは通常アズキと皮剥きアズキを比較したとき、通常アズキへの産卵を好む。また
、卵付きアズキと皮剥きアズキを比較すると、卵がすでに3個程度まで付着していた場合は通常ア
ズキを好み、4個以上の場合皮剥きアズキへの産卵を好むことが判明した。

【まとめ】

アズキゾウムシは皮剥きアズキに産卵することに消極的であった。また、付着している卵数によ
って産卵行動に変化が生じた。このことから、アズキゾウムシは次世代により多くの個体を残す
ために、様々な条件を総合的に判断している可能性が示唆された。

【展望】

本研究ではアズキゾウムシがアズキの状態を確認してるかわからなかった。また、産卵の順序に
ついてのデータも得られなかった。そのため、短時間の観察を行い、状態確認の様子やどちらの
アズキに先に産卵するかを解明していきたい。
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